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FHIRを取巻く状況 
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医療DXとは

© 2025 Fujitsu Limited3

出典：厚生労働省ホームページ第一回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム（令和4年9月22日）資料１（https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000992373.pdf)より抜粋
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政府の推進する医療DXの状況
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2020
2022

2023

データヘルスの集中改革プラン 令和ビジョン2030

医療DXの推進に関する工程表

2025
診療報酬改定による医療DXへの対応が加算要件として拡大

・全国で医療情報を確認できる
・電子処方箋
・自身の保健医療情報を活用できる

・全国医療情報PF創設
・電カルの標準化・医療機関への普及
・診療報酬改定DX

・医療DXの取組みに関して、具体的な
施策内容及び到達点を規定
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データヘルス集中改革プラン
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取り組み概要 状況

全国で医療情報を
確認できる仕組みの
拡大

電子処方箋の仕組
みの構築

自身の保健医療情
報を活用できる仕組
みの拡大

•オンライン資格確認等システムを
基盤とし、共有対象とする情報を

順次拡大

•オンライン資格確認等システムを
基盤とし仕組みを構築

• PCやスマホで自身の保健医療情報を
閲覧・活用できる仕組みを構築

•令和3年10月から特定健診等情報、レセプト記載
の薬剤情報を対象とする運用を開始。令和4年9月
から対象となる情報を診療情報の一部に拡大

•令和5年1月26日に電子処方箋管理サービスの運
用を開始

• マイナポータルで、予防接種、乳幼児・妊婦健診、
特定健診、薬剤、医療費通知、自治体検診、診
療、電子処方箋各情報の閲覧が可能

オンライン資格確認等システムやマイナンバー制度等の既存のインフラを
活用した取組みを実施
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医療DX令和ビジョン2030とは
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取り組み概要 享受できるメリット

全国医療情報
プラットフォーム
創設

電子カルテ情報の標
準化、標準型
電子カルテの普及

診療報酬改定DX

•オンライン資格確認システ
ムネットワーク発展的拡充

• HL7 FHIRでのデータ出力機
能を義務付け

•標準型電子カルテの検討
•普及率は’30年迄に100％

•診療報酬改定における共通
算定モジュール導入

患者・国民

医療関係者

システム
ベンダ

•診療の質の向上(一次利用)
•新技術開発(二次利用)
• システム費用低減による負担抑制

•患者情報の共有や新技術開発による
医療サービスの向上

•電子カルテ費用の低減
•電子カルテ未導入機関への導入促進

•医療機関ごとのカスタマイズが減る
ことによる参入障壁の解消

•医療サービスの高度化に向けて競争
する構造改革の実現

自民党「健康・医療情報システム推進合同PT」が、日本の医療分野の
情報のあり方を根本から解決するため、「医療DX令和ビジョン2030」
を提言（2022年5月17日）
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医療DXの推進に関する工程表
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出典：内閣官房ホームページ医療DX推進本部(第2回)【資料1】医療ＤＸの推進に関する工程表(案)(全体像)
(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/dai2/siryou3.pdf) より抜粋

電子カルテ情報
共有サービス

標準型電子カルテ
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全国医療情報プラットフォーム
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出典：厚生労働省ホームページ第181回社会保障審議会医療保険部会【資料３】医療ＤＸの更なる推進について (https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001298804.pdf) より抜粋

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001298804.pdf
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電子カルテ情報共有サービス

© 2025 Fujitsu Limited9Fujitsu-Public

出典：厚生労働省ホームページ第22回健康・医療・介護情報利活用検討会医療等情報利活用ワーキンググループ【資料1】電子カルテ情報共有
サービスの運用等にかかる課題について (https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001263740.pdf) より抜粋
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FHIRとは

健康データ交換の
国際標準フレームワーク
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(プログラムのインタフェース)
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電子カルテ・データの相互運用の問題

A病院

電子カルテ
情報
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項目ID 1000799

項目名 中性脂肪

検査項目

項目ID 2500401

項目名 TG(中性脂肪)

検査項目

同じ検査項目で、名称とIDが異なる

医療機関毎にローカルのコードを使用しており、
利活用が困難

B病院

電子カルテ
情報
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標準化による問題解決

コード
標準化
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A病院
電子カルテ

情報
項目ID 1000799

項目名 中性脂肪

データ
利活用

B病院
電子カルテ

情報
項目ID 2500401

項目名 TG(中性脂肪)

検査項目

検査項目

JLAC10 3F015000002327101

標準名 トリグリセリド 血清 可視吸光光度法 定量値

FHIR Server

検査項目
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なぜ標準化が必要なのか？

医療機関間のデータ相互参照や
医療機関を跨いでのデータの2次利用を可能とするため
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医療機関間のデータ相互参照 データの2次利用

電子カルテデータをFHIR標準化することにより、医
療機関同士で医療情報が共有可能

各医療機関から収集されたFHIR標準化データを
研究データとして活用可能
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なぜ標準化が進んでいないのか？
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放射線・手術

6268件

5%

薬剤

59565件

48%

部位, 1195件, 1%

用法

9662件

8%

検査項目

4544件

4%

アレルギー

41198件

34%

その他, 383件, 0%

全項目
122,815件
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世界におけるFHIR適用状況
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出典: 2025 State of FHIR Survey Report.pdf より抜粋 
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FHIRの概要
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プログラムのインタフェース
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Aシステム

Bシステム

データアクセス

データ通信

仕組み・手順の標準化

データ交換したい別システムとのク
エリや認証認可等の手続きの標準
化

通信の標準化

システム同士のデータ通信ができる
ための手順や規格の標準化

データフォーマット

データ項目

データ区分

コード

値

コンテクスト

作成者 生成時刻

データフォーマットの標準化交換し
たい医療情報のメッセージ/ドキュメ
ント構造の標準化

測定基準の標準化
交換したい測定値(バイタル値、歩
数カウント等)の性能基準の標準
化

メタ項目の標準化

交換したい医療情報の臨床的コ
ンテクスト(血糖値の場合、空腹時
かどうか等)の項目や、信頼性を担
保するための関連情報(データ生
成主体・生成時刻)の項目の標準
化

用語・コードの標準化
交換したい医療情報(病名/薬剤/
検査名等)の用語・コードの標準
化

出典: https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/R4houkokusho_minkanPHR.pdf より抜粋

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/R4houkokusho_minkanPHR.pdf
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HL7 (Health Level Seven)

医療文書情報のデータ連携を
標準化するための国際規格
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1987

1996

2005

2012

HL7 V2
病院内のシステム間でのメッ
セージ交換を標準化

HL7 V3
医療情報をモデル化
複雑な仕様ため利用は限定的

HL7 CDA
V3をベースに診療文書の交換を標準化
電子カルテや地域医療連携での文書交換に
利用

HL7 FHIR
Web通信の技術を採用
モバイルアプリ、クラウド連携など医療情報の相
互運用性を飛躍的に向上
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FHIR (Fast Healthcare Interoperability Resources)

HL7により開発された
健康データ交換の標準フレームワーク
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開発が容易 仕様書利用 プログラム利用

一般的なWeb技術(JSON、
REST等)を採用しており、開

発者の調達が容易

実装ガイドは、開発者と利用
者の双方で仕様書として活用

可能

実装ガイドは、電子的に検証
可能
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HL7 V2とFHIRの比較

○V2(SS-MIXで使用)
規格書を解釈しないと実装が困難

○FHIR
データ構造がわかり易く実装が容易

© 2025 Fujitsu Limited

MSH|^~¥&|DOCX|HIS|GW|GW|20060424190111710|
|OML^O33^OML_O33|20060424000001| 
P|2.5||||||~ISO IR87||ISO 2022-1994 
PID|0001||1014360||健康^太郎^^^^^L^I~ケンコウ^タロ
ウ^^^^^L^P||19520717|F

{
  “resourceType”: “Patient”,
  “identifier”: {
    “system”: “http://www.・・・”,
    “value”: “1014360”
  },
  “name”: [
    {
      “extension”: {・・・}
      “family”: “健康”, 

“given”: “太郎”
    },
・・・

・患者ID,氏名はどこにあるか？
・プログラムでどのように解釈するか？

・患者IDはidentifier、患者氏名はnameに
・jsonフォーマットがわかればだれでも実
装可能

20

開発が容易
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実装ガイドとは

汎用的なFHIR仕様を特定のユースケースで
使用できるように定義したもの
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1. 仕様書の公開 2. プログラムで使用できる定義
を生成

定義を元に
FHIRサーバでデータの
バリデーションが可能

テンプレートに従って
整形されたドキュメントとして

公開可能
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実装ガイドでできること①仕様書の公開

© 2025 Fujitsu Limited

サービスのポータル画面から実装ガイドを確認可能
データの利用者に向けて仕様を公開

22

仕様書利用
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実装ガイドでできること②データバリデーション

バリデーションツールを利用することで、内容をチェック可能

© 2025 Fujitsu Limited

区分 チェック内容

構造 リソース内のすべての要素がリソースタイプの仕様上に存在するか

カーディナリティ 要素の出現回数(最小と最大)が正しいか

型 値の型が正しいか

コード系 コード・表示名が有効か

制約 値が付与された制約に合致しているか

プロファイル リソース内のすべての要素・値がプロファイルの仕様に合致するか

23

プログラム利用
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"category": [
                    {
                        "coding": [
                            {
                                “system”: “http://terminology.・・・",
                                "code": "vital-signs",
                            }
                        ]
                    }
                ],

© 2025 Fujitsu Limited

サービスで使用しているデータが正しいものかどうか検証
開発中、運用中にデータの品質をチェック

Error @ Observation.category[0].coding[0] (line 18, col18): Observation.category:VSCat.coding.display: minimum required = 1, but only found 0 (from 
http://ig.fujitsu.com/healthy-living/StructureDefinition/fujitsu-observation-bodytemperature|1.1.0)

java -jar validator_cli.jar ./resources -version 4.0.1 -recurse -ig ./ig -tx https://tx.jpfhir.jp:8081

バリデーション対象データ実装ガイドの定義

実行結果

バリデーション実行コマンド

display要素を必須と定義

データにはdisplay要素が存在しない

display要素がないためエラーを検出

実装ガイドでできること②バリデーションの例

24

プログラム利用
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FHIRの活用例

○ 新型コロナワクチン接種証明書アプリ
○ SMART Health Cardを採用
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ワクチン接種内容
(FHIRデータ)

発行者(自治体)の
証明書

SMART Health Card
(QRコード)

SMART Health Card FHIR実装ガイド

出典: http://hl7.org/fhir/uv/shc-vaccination/2021Sep/

実装ガイドが公開されているため
QRコード読み込みアプリの

開発が可能
25

http://hl7.org/fhir/uv/shc-vaccination/2021Sep/
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データフォーマット・データ項目

© 2025 Fujitsu Limited26

Aシステム

Bシステム
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日本におけるFHIR実装ガイド
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JP Core 実装ガイドは日本のFHIR実装の根幹

27

健康診断結果報告書HL7FHIR記述仕様 v1.6.0

透析情報標準HL7 FHIR記述仕様 v1.03

2文書6情報電子カルテ情報共有サービス実装ガイド v1.11

HL7FHIR

JP Core

US Core

日本の中核的な実装ガイド

米国の中核的な実装ガイド

PGHD Patient-Generated Health Data 実装ガイド
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JP Core実装ガイド
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実装ガイド認可プロセス

各組織による
実装ガイド作成

医療情報標準化協議会

による試験

厚生労働省
による認可

○ HL7 FHIR標準を元に日本で患者
データとして必要なコードや拡張を

定義した実装ガイドを日本医療情報学
会FHIR国内実装基盤研究会が作成

○ ユースケース別実装ガイドはJP Coreを継承し
て作成
○ 健康診断結果報告書HL7FHIR記述仕様
○ 2文書6情報電子カルテ情報共有サービス実
装ガイド

出典: https://jpfhir.jp/jpcoreV1/ 

https://jpfhir.jp/jpcoreV1/
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PGHD実装ガイド

PHRの規格(デファクトスタンダード)
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出典: https://hlpfprdpatientviewerst.z11.web.core.windows.net/fhir/pghd/index.html

○スマートフォンやスマートウォッチなどのウェアラブ
ルデバイスから取得できる健康データを対象に
PHRサービス事業協会が作成

各規格とデータ項目の関係

29

https://hlpfprdpatientviewerst.z11.web.core.windows.net/fhir/pghd/index.html
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FHIR実装ガイドの構成 – ガイダンス

実装ガイドの説明を記載
記載内容の一例

○実装ガイドの概要
JP Coreの紹介

○仕様やルールの説明
欠損値の扱い方、文字コード、検索方法など
を記載

○注意事項
用語のライセンス、責任の制限など記載

© 2025 Fujitsu Limited

ガイダンスにはFHIRのデータを扱う上の必要事項を説明

30
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FHIR実装ガイドの構成 – プロファイル

○プロファイルとは
FHIR基本仕様(リソース)に追加の定義をし
たもの

○プロファイルページ
○プロファイルの説明
○プロファイルが扱うスコープ
○想定されるシナリオ

○プロファイルのデータ構造説明
○要素名
○カーディナリティ(要素の出現回数)

○要素の説明文

© 2025 Fujitsu Limited

プロファイルには扱うデータの構造を説明
データ利用者はこのプロファイルを参照し実装

31
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プロファイルがなぜ必要か

FHIR標準のリソースは様々な用途を想定しているため、定義が緩くなっている

© 2025 Fujitsu Limited

Observation FHIRリソース(基本仕様)
検査結果に使用するObservationの

codeがLOINCが例としてあるが
検体検査結果にはJLAC10を使いたい

FHIR標準のリソースそのままでは使えない
用途に応じて仕様を決めるプロファイルの作成が必要

Coding型(基本仕様)

使用しない項目は削除したい

codeやdisplayは必須にしたい
(0..1では要素が存在しなくてもよい)

32
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プロファイルの考え方

© 2025 Fujitsu Limited

Observation

JP Core Observation 
Common Profile

JP Core Observation 
LabResult Profile

Fujitsu Observation 
Activity Profile

Fujitsu Observation 
LabResult Profile

親のリソースやプロファイルの制約を継承⇒親の規約に準拠
子のプロファイルで制約を追加⇒ プロファイル目的に沿った仕様に変更

FHIRリソース(基本仕様)

JP Coreで定めた
検査共通のプロファイル

JP Coreで定めた
検体検査結果のプロファイル

プラットフォームで定めた
アクティビティのプロファイル

プラットフォームで定めた
検体検査結果のプロファイル

継承

継承

継承

継承

日本の共通項目を定義

日本の検体検査結果に
絞った要件を定義

日本の共通項目を元にPHRのアク
ティビティ情報を定義

日本の検体検査結果を元に
サービスに必要な要件を定義

33
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プロファイルの継承例

© 2025 Fujitsu Limited

JP Core Observation 
Common Profile

JP Core Observation 
LabResult Profile

Fujitsu Observation 
LabResult Profile

日本語説明を追加

継承

継承

使用するコードの推
奨(preferred)を定

義

使用するコードを必
須(required)に変更

要素の出現を必須に変更 使用しない要素は削除
34
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FHIR実装ガイドの構成 – ターミノロジ

○CodeSystem
使用できるコードの一覧を定義

○ValueSet
プロファイルで使用できるコードを
CodeSystemから選択して定義

複数のCodeSystemを含めたり、
CodeSystemをフィルタしたりプロファイルの用
途に応じ柔軟な一覧が作成可能

© 2025 Fujitsu Limited

使用できる用語も実装ガイドで定義し、プログラムで使用可能

35
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実装ガイド作成の全体像

© 2025 Fujitsu Limited

IG Publisher

ImplementationGuide
実装ガイド、仕様の説明

IG登録
FHIRサーバ 

StructureDefinition
プロファイルの構造定義

CapabilityStatement
機能定義

ValueSet
使用するコードの定義

CodeSystem
コード体系

SearchParameter
検索のパラメータ説明

構造化された定義を作成し、IG Publisher(標準ツール)で実装ガイドを生成

ツール (Forgeなど)
実装ガイドに必要な
FHIRリソース一式を
作成する

sushi
コマンド

fsh
fsh
ファイル

fsh
md
ファイル

html形式の実装ガイドを生成

fshファイルから実装
ガイドに必要な定義
を生成

FHIRサーバに登録して
Validationなどで利用
することが可能

プログラムが読み込めるパッ
ケージファイルを生成

jsonファイル 36
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データアクセス・データ通信
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Aシステム

Bシステム



Fujitsu-Public

SMART on FHIR と FHIR API

© 2025 Fujitsu Limited

アプリ

認証
プロバイダ

FHIR
サーバ

SMART on FHIR 認証によるリクエストとは、SMART on FHIRの仕組みで
取得した認証情報(アクセストークン)をヘッダに設定した FHIR API リクエスト

1. 認証リクエスト

2. アクセストークンを返信

3. アクセストークン付きFHIR APIリクエスト

6. レスポンス送信

4. トークンの検証

5. 検証結果

SMART on FHIR は、アプリケーションとFHIRサーバ間でのデータアクセスを保護する
ための認証・認可を規定した仕様で、SMART on FHIRの仕組みで承認された
アプリケーションは FHIR API を使用し承認された範囲のデータのみアクセス可能

38

トークンには SMART on FHIR 
に準拠したスコープ(アクセス
範囲を示す情報)が含まれる トークンの有効性およびスコープ

の権限を確認する

アクセストークン情報が付与した
FHIR API 形式のリクエストを送信する

トークンが検証され適切な権限によるリクエスト
であることが確認された場合、リクエストされた
FHIR API の内容に従いレスポンスを返す
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アプリケーションにおける認証とデータアクセス
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認証
プロバイダ

利用者
FHIR
サーバ

SMART on 
FHIRアプリ

ログイン要求

認証フォームの表示

認証リクエスト

認証情報を入力

認可コードをリダイレクト

アクセストークン要求

アクセストークン

アクセストークン付きAPIリクエスト

レスポンス結果を送信

データを表示

トークン有効性を検証

トークン検証結果(有効)

データの表示リクエスト

①アプリケーションによってアクセストークンを取得する

②アプリケーションは①で取得したアクセストークンを付与しFHIR API発行する
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利用者自身による認証とデータアクセス
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認証プロバイダ利用者
FHIR
サーバ

Web
ブラウザ

認証フォームの表示

認証リクエスト

認証情報を入力

認可コードをリダイレクト

アクセストークン要求

トークン有効性を検証

トークン検証結果(有効)

認証ページアクセス

アクセストークン

アクセストークン付きAPIリクエスト

レスポンス結果を送信

①利用者自身によってアクセストークンを取得する

②利用者自身によってアクセストークンを付与したFHIR API を発行する
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SMART on FHIR 認証によるデータ取得の流れ
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①
事前
準備

②
アクセス
トークン
取得

③
データ
取得

④
結果
確認

事前準備として
アカウントが必要
になります

SMART on FHIR 認
証のための
アクセストークン
を取得します

検索条件を指定
したFHIR APIを発
行します

レスポンス結果を
確認します
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①事前準備 (アカウントのスコープ)
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(※) スコープのシンタックス

    (例)
         user/Appointment.cruds : Appointment リソースに対する全操作を許可

     user/*.rs  : 全リソースに対する参照を許可

アカウント SMART on FHIR のスコープ(※) 備考

医療従事者 user/*.rs 患者の全情報に参照可能

scopeのレベル
対象とする

ResourceType

許可する操作

c:create,r:read,u:updatel,d:delete,s:search
追加の制限
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②アクセストークンの取得 (富士通の例)
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⚫アクセストークンはHealthy Living Platformポータル内のマニュアルページから
「認証ページ」へアクセスすることで取得できます

(1) ポータルにサインイン

(2) 左ペインの「マニュアル」の「SMART on FHIR API」マニュアルを選択

(3) 「認証」の章から「認証ページ」を選択し、アクセストークンを取得

(1)ポータルにサインイン (2)「SMART on FHIR API」マニュアルを選択 (3)「認証ページ」を選択
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③データ取得 (基本構造と取得方式)
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項目名 値 備考

メソッド GET

FQDN <FQDN>

ヘッダ Authorization bearer <アクセストークン＞

URL https://<FQDN>/<各取得方法におけるパス>?[条件1]&[条件2] …

パス fhir/<ResourceType>

パス fhir/Patient/<id>/$everything

⚫条件検索: リソースに設定された属性を条件として、条件に合致したリソースを取得する方法

⚫ Patient-everything検索: 特定の患者に対して関連するリソースのデータを収集する方法

GET https://<FQDN>/fhir/Patient?gender=male

GET https://<FQDN>//fhir/Patient/{ID}/$everything?start=2010

例

例

FHIR API
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④結果確認
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⚫レスポンスはJSON形式となっており、実装ガイドを参照しリソースタイプに応じて取得した
いデータを確認します

Condition リソースの場合
・resourceType: 病名の場合、Condition
⇒実装ガイドから Condition Profile の情報を確認する

・codeエリア: 病名情報が記載される
・code: 病名に対応するICD10コード
・display:病名

・reference: “Patient/” のあとの文字列がこのリソースに関
連する患者(Patientリソース)のid を示す
⇒ Patient リソースを参照する場合にこの値を使用する
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診療データ取得の事例
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Take-home messages

○FHIRを用いた電子カルテ情報共有サービス実装ガイドが策定され、その仕様
を実装した電子カルテ情報共有サービスが、2030年までに日本の全医療機
関に普及

○PHRに関しては、PGHD実装ガイドがPHRサービス事業協会によって策定

○システム間の健康データ交換には、認証・認可の機能を持ったAPI仕様である
SMART on FHIRがHL7によって策定

まずは、電子カルテ情報共有サービス実装ガイドで扱われるデータを触ってみると
ころから始めてみませんか？

© 2025 Fujitsu Limited47



Thank you
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